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慶慮医学　84巻4SJ'(平 成19年12月)

し幼着雄か らだけではなく,あ る程度成熟 した雄の精巣

からも多能性幹細胞が得 られれば画期的な発見となろう.

現在,幼 若マウスとラットくらいの動物種で しかこの多

能性精巣幹細胞は樹立されていないが,他 動物種でも成

功例が生まれる事を期待 したい.

　時の流れは速いもので,筆 者が西独農務省研究員とし

てウシES細 胞の樹立研究を開始 してから,は や20年

近 くが経過 した.し か しながら大動物幹細胞研究 は実験

動物での研究程の活況を呈 しておらず,伍 慨たるものが

ある.ヒ トへのモデル研究にとどまらず,幹 細胞が動物

自身の治療分野にも応用される事を念願 してやまない次

第である.

　昨今は余りにも専門分野が細分化され過ぎており,種 々

の細胞が数兆個寄 り集まって生物個体が形成されている

事実を忘れ,分 子 レベルの解析にのみ注意を奪われがち

となる傾向がある,生 物そのものの統合性に対する認識

を欠いては本末転倒であろう.

　結局,幹 細胞研究に携わる者は,胚 由来のES細 胞の

みならず,他 の体細胞由来幹細胞研究の動向にも常に注

意を払う事を怠 らず,細 胞生物学全般にわたり,総 合的

な判断力を養う様心掛ける事こそが肝要であるとの思い

を強 くしている.

　　　　　齋 藤成夫(粛 藤セルテクノロジー研究所長)

声帯内注入術の現状,将 来

　「声帯内注入術」はあまり聞き慣れない術式と思いま

すが,声 帯麻痺,あ るいは反回神経麻痺という病名はご

存 じのことと思います.肺 笹,食 道癌,甲 状腺癌,大 動

脈解離や,そ の術後などに迷遣神経の枝である反回神経

が麻痺することで,一 側声帯の可動制限や萎縮を引き起

こします.主 な症状は唖声,誤 嚥です.患 者の音声は主

に気息性 となり,会 話中に何度 も息継ぎをすることも少

なくありません.唾 声が原因で仕事に不都合を感 じたり,

外出を控えたりすることもあります.残 念ながら現在の

治療では失われた声帯の可動姓を回復させることはでき

ません.治 療の主体はリハビリテ・一ションと手術です.

　手術の基本的な考え方は。麻痒側の声帯を内方移動さ

せ,発 声時声門間隙を小 さくすることです.手 術のアプ

ローチ法としては甲状軟骨形成術1型 を中心 とした頸部

外切開による方法と,喉 頭の内腔から操作する声帯内注

入があります.ど の術式にも優れた利点がありますが,

完全に理想的な術式は確立していないのが現状です.一

般的に,発 声時声門間隙が大 きい症例は頸部外切開によ

る手術が選択される傾向があります.し か し頸部外切開

は整容上の問題や,頻 度は低いものの気道閉塞などの手

術合併症があり,で きれば頸部外切開を行いたくないと

いうのが患者,術 者の共通の思いでもあります.

　実 は声帯内注入術は外切開による手術よりも歴史が深

く,1911年 にはBrUningsが パ ラフィンによる声帯内

注入を銀告 しております.そ の後ワセリン,bone　 paste,

tantalum　 powder,　 teflonな ど,さ まざまな注入用材

料が用いられました.声 帯内注入術の中興の祖といわれ

ているArnohdは1962年 に発表 した論文のなかで,注

入材料の条件として,① 組織反応が少ない②腫瘍を形成

しない③注入 しやすい④吸収されずに局所にとどまる,

と述べています,

　 1965年Rubinに よってシリコンが応用されると,本 邦

においても慶慮の斉藤,福 田らを中心にシリコン注入が体

系化され,全 国的に広がりました.し かし,乳 房形成術

に用いる大景のシリコンの副作用により,注 入物質 として

シリコンを用いることが困難となり,現 在は油入物質とし

て自家脂肪,ア テロコラーゲンが広く用いられております.

　自家脂肪は生体にとって異物ではなく,そ の粘弾性は

声帯粘膜に近いため,声 帯粘膜下に入っても粘膜波動を

阻筈 しに くく,よ り安全な注入物質と考えられます.し

か し注入された脂肪が自然吸収される割合も少な くない

ため,手 術効果が持続 しない場合があります.ア テロコ

ラーゲン注入術の最大の利点は外来局麻下で注入できる

ことですが,コ ラーゲンが組織内へ吸収されやすいため,

複数回注入することも少なくありません.

　 このように声帯内注入術の歴史は,す なわち注入物質

の歴史で もあります.我 々は常に 「理想の注入物質」を

模索 し続けております.

　そのような中,平 成12年6月 にリン酸カルシウム骨

ペースト(商 品名BIOPEX㊤ ・R　3　mLセ ッ ト)が 医療用

材料として発売されました.BIOPEX!lbは,注 入時はベー

ス ト状ですが,注 入後生体内で初期硬化を経てハイ ドロ

キシアパタイトに変化する物質で,異 物反応が軽微で長

期的にほとんど組織に吸収されません.当 時慶磨義塾大

学耳鼻咽喉科学教室講師(現 在防衛医科大学校教授)の

塩谷は新 しい声帯内注入物質 としてこのBlOPEX⑭ に注

目し,大 学の研究室で基礎実験を行った後,平 成15年

8月 より臨床応用を開始 し,経 過観察中全例経過良好で

あると報告 しました.

　声帯内BIOPEX⑭ 注入術の導入によって,我 々の悲願

である 「内視鏡的に行われる準回の手術操作によって症

状が劇的に改善 し,長 期間治療効果が望める安全な手術」

が現実の ものになりっっあ ります.本 術式 は,術 翌日か

ら発声,摂 食,退 院が可能です,ま たペース ト状の
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B10PEX卿 は油入直後から声帯 をしっかり押せるため,

後部声門間隙が大きい症例も適応 となります.声 帯外側

に硬化性物質を注入し,声 帯の内方移動を図る本術式は,

「喉頭の内腔から行う甲状軟骨形成術1型 」と考えてお

ります.

　この新 しい治療は現在,防 衛医大,慶 慮義塾大学,佐

野厚生,国 際医療福祉大学東京ボイスセンタ・一,済 生会

宇都宮の5施 設で行われております.現 在までに約90

例程度ですが,新 しい注入術の一っとして今後確 己〔され

るよう,手 術手技,安 全性,長 期治療成績 などの検討を

重ねております.こ の手術にっいて詳 しく聞きたい方は,

上記施設の担当者までお問い合わせ下 さい.

　声帯の組織と同 じ物性を待ち,注 入が容易で安全な物

質がまさに理想的な注入材料といえます.今 後さらに理

想的な控入材料に出会うことが我々の夢であり,希 望で

もあります。

　 大久 保啓 介(佐 野厚生総合病院町鼻咽喉科　医長)

老年医学の本質と展望

　老年医学の本質とは,① 老化と老年病の機序の解明,

②その制御,予 防,治 療方法の開発とそれらの臨床応凧

③ケアを含めた包括的全人的医療の実現,に あると考え

ます.

　今日の分子生物学や医療工学の急速な発展に伴い,老

化を制御 したいという古来からの人類の夢 は,現 実味を

もって語 ることが可能 となりました.1935年 に一日摂

取総 カロリーを30-40%制 限することによりげっ歯類

の寿命が著明に延長すると初めて報告 された時,そ の結

果は驚きと疑念を もって受けとめられま した1).そ して

その後の基礎医学の成果は,こ のカロリー制限療法とは,

寿命延長を含めたさまざまな抗老化効果を,画 現性をもっ

て,さ まざまな動物種で確認することが出来る唯一の抗

老化療法であることを科学的に証明 しました(し かしヒ

トでの証明はいまだなされていません).カ ロリー制限

の効果を模倣できるような化合物,CR　 mimeticsと し

て期待される赤 ワイン由来のポリフェノール,resverat-

rolに 関する基礎研究が,こ の一・年にNatureとCe11の

紙面を彩るまでに,今 日抗加齢医学 は盛り上が りを見せ

ています旧〕.慶慮医学部にも抗加齢医学関連寄附講座

が4つ できました.こ のような抗加齢医学の躍進は,世

間と若い医師の日を"老 化"に 向けさせた点で,老 年医

学にも多いに貢献 しています,

　こうした基礎医学的側面の日覚ましい発展の一方,実 際

の行政,臨 床における老年医学の現状はどうでしょうか?

　保険制度上,65歳 か ら74歳 までの前期高齢者 に対

比 し,75歳 以.}:の高齢者を後期高齢者と呼びます.後

期高齢者医療保険制度の新没に向けた話 し合いが平成

18年 秋よ り既 に開始 され,新 制度 は平成20年4月 の

創設が予定 されています".財 源基盤の整備が最重要課

題ではありますが,終 末期医療 も含めた高齢者の医療の

在り方をめぐって広 く議論が交わされていくことは重要

なことです.残 念ながら,後 期高齢者医療の在り方に関

する特別部会構成メンバーには,老 年医i学の専門家は含

まれていません.こ の春には広 く国民の意見を収集する

目的で 「後期高齢者医療の在り方に関する基本的考え方」

というアンケー ト調査が耳生労働省のホームページにて

行われました.し か し,ほ とんどの医療従事者がそれを

知らないうちに募集期間は終了 し,総 応募件数はたった

の326件 で,特 に40歳 未満の若者の意見は36件 に留

まっています㌔

　日常診療として高齢者診療は,「 さじ加減が難 しく,わ

かりにくい」「曖昧で治療効果がはっきりしない」との印

象を若い医師に与えるようで,人 気がありません.確 か

に高齢者医療にはテーラーメイド医療というべき良い点と,

根拠のない医療 というべき悪い点がいまだ混在 していま

す.高 齢者人口が急増 し,制 度的にも意識的にも高齢者

医療が変革期にある日本においては,さ まざまな高齢者

診療のエビデンス作成は急務ではありますが,同 時に世

界にそれらを発信できるチャンスでもあります.老 年医学

が真価を発揮すべき時は,高 齢者人口が ピークを迎えて

いくこれか らの20年 間です.こ の20年 間を実 りある時

代にするためには,基 礎医学的側面が一人歩きするので

はなく,社 会医学的,臨 床医学的側面とともにバランス

のとれた形で老年医学を発展 させていくこと,次 代を担

う若い医師が老年医学 という道を選べる状況を作ること

が,慶 慮医学においても必要ではないかと考えております.
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